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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
視覚的イメージを介在させて地域特性を理解し表現するのが景観計画であるが,本論文は,居住地とい
うミクロな生活空間の場における景観形成に着目して行った研究成果であって,得られた主な結果は次の
ごとく要約できる｡
1.地域景観の認識と景観計画に関する既往の研究成果を検討し,在来の巨視的景観,景勝スポット景
観あるいは公共的都市美観という見方では得られないところの,居住地それぞれにおける特性表出を包括
的に理解するために ｢居住景観｣という新しい概念を見出し,その解析のための視座を設定した｡
2.都市型工業機能を伴う居住地を事例として,形成過程の綿密なモノグラフを作成し,それらの考察
に基づき,居住景観は,事業所活動,居住者の生活様式,市街地空間,歴史的文化財,自然環境とその利
用の諸要素で織り成され表出されるとの理論的説明とその解析手法を導いた｡
3.居住景観の目標像として,京都市域を事例として,①中心部の低中層市街地の町並み ･社寺と境内
緑地の組合せ,②山麓部における低層市街地と社寺 ･山林の重なり,③周辺部における集落と農地の連坦,
④市内中小河川とその沿岸土地利用,⑤市街地内部から山並み ･塔などランドマークを眺める特定視野,
を新たに設定する具体的捷案を作成した｡
4.景観コントロールとしての風致地区および歴史的風土保存地区指定と運用状況について追跡調査し
て,景観の目標像を共有する地域社会の自律的な調和形成力と連携することの有効性を実証した｡
以上,要するに本論文は,地域景観の解析法と計画論に新しい知見を与えるもので,学術上,実際上寄
与するところが少なくない｡
よって,本論文は博士 (工学)の学位論文として価値あるものと認める｡ また,平成8年12月19日,論
文内容とそれに関連した事項について試問を行った結果,合格と認めた｡
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